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みなみこころのクリニック
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【熊取町】

令和5年2月25日 熊取町多職種研修会 開催！令和5年2月18日 第8回認知症サミット 開催！

熊取駅前に2022年2月に「みなみこころのクリニック」を開業し、外来
診察をはじめ精神科在宅医療に従事しております。これまで精神科
入院医療機関で20年近く、精神科救急、急性期治療に従事してき
ました。他科の先生にはあまり馴染みのない、医療保護入院、措置
入院に携わりました。この間、退院後に怠薬、治療の自己中断にて再
入院となる患者さんを大勢見てきました。
今後はこういった精神病圏の患者さんだけでなく、認知症の周辺症
状（BPSD）がきつい高齢者、引きこもりの患者さんなどにも関わるこ
とになるとは思うのですが、共通するのは身体科の患者さんに比べ病
識が低い、または欠如している患者さんが多いことが特徴ではないでし
ょうか。「自分は病気ではない。周りがおかしい」「精神科なんかどうして
受診しないといけないのか」と在宅でも、拒否が強かったり、ときには罵
声を浴びせられたり、アルコール依存の患者さんなどは訪問した際には
すでに酩酊しているということもあります。これまでの治療経験も生かし
て、めげずにこういった患者さんにも向かいあい、可能な限り住み慣れ
た環境でできるだけ長く生活ができるよう支援したいと考えています。

こんにちは。認知症地域支援推進員の保健師の高根と申します。認知症の人が住み慣れた泉
佐野で安心して暮らせるように、認知症事業や認知症の相談業務を行っています。できるだけ地
域に出向いて、認知症の人との対話を大切に、その思いや希望を叶え、笑顔に繋がるように努め
ています。認知症の人やご家族を見守り支える体制づくりはこれから更に重要であり、チームオレン
ジの輪が拡がるように願い、取り組んでいます。

（認知症サポート医）

講師に、日本感染管理支援協会の土井英史
さんをお招きし、感染対策についてご講演いた
だきました。
基本的な感染対策を
中心に、現場の実際
の事例から分かりやす
く、楽しく学ぶことがで
きました。

認知症の人の意思決定支援について、事例を通
して、田中亜紀先生にご講演いただきました。

市町ごとのグループワーク
では、『誰が・いつ・どこで
』情報をどう共有するのか
、各職種の目線から積
極的な意見交換を行い
ました。
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